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パレットレンタル事業を行っているユーピーアール株式会社（本社：東京都千代田区、社長：酒田義

矢、以下ＵＰＲ）は、レンタル事業者として初めてパレット紛失に対する保証制度を創設し、本日よりネ

ットまたは電話にて加入の申し込みを開始しました。 

高齢化や人口減少により働き手不足に悩む物流業界では、レンタルパレットを利用したパレット輸送に

よる効率化・省力化が広がっております。しかし、国内で約 5 億枚流通している(※1)と言われるパレット

のうち 1割以上が紛失や流出等により無くなっている（※２）のが実情で、パレットをレンタルする会社

様の悩みの種となっています。また、レンタルパレットを紛失した場合には、違約金を支払う必要があ

り、これもレンタルパレットの問題となっています。そこで、UPR はレンタルパレットが万が一紛失・流出

してもその違約金を支払わずに済む、紛失保証制度を創設したものです。 

 

【パレット紛失保証制度の概要】 

 

パレット紛失保証制度に申込いただき、一定金額の保証料を事前にお支払いいただくことで、パレット

を紛失してしまった際に違約金を支払う必要が無くなり、レンタルパレットを利用する際の予期できない

追加費用発生が無くなります。 

また、紛失時も手続きは「オフチャージ申告書」のみで完了でき、これまでの紛失手続きよりもさらに

簡略化され追加費用だけでなく新たな手間もかからないような制度になっております。紛失予想金額を保

証料として事前に予算化できることもメリットです。なにより、レンタルパレット紛失のリスクヘッジと

して会社のＢＣＰ対策の一つとなります。 

 

≪パレット紛失保証制度の詳細はこちらから≫ 

https://www.upr-net.co.jp/pallet/lost-warranty.html 

【パレット 5 億枚の 1 割以上が紛失・流出】パレット紛失保証制度を開始 

～レンタルパレット紛失問題を解決～ 

 

https://www.upr-net.co.jp/pallet/lost-warranty.html


【参考資料】 

 

 

パレット輸送を行った際には、荷物を載せて運んだパレットを輸送先から回収する必要があり回収の手間

と費用が掛かりますが、レンタルパレットで行う場合は輸送元でパレットを借り、輸送先でパレットを返

却することが可能であるため場合はレンタルパレットで行うメリットが大きくなります。 

 

 

◆ユーピーアール株式会社について 

社名 ：ユーピーアール株式会社 （UPR:https://www.upr-net.co.jp）コード番号 7065 東証二部 

電話番号 ：03-3593-1731 

所在地 ：東京都千代田区内幸町 1-3-2 内幸町東急ビル１２F  

設立 ：1979年 

資本金 ：9600万円 

代表取締役：酒田 義矢 

従業員数 ：197 名 

事業内容 ：パレット・物流機器のレンタルおよび販売事業、IoT サービス事業、カーシェアリング事業、

アシストスーツ事業、海外事業 

 

◆別紙１◆ 

【パレット輸送でない時の荷役イメージ（手荷役）】 
■本件に関するお問い合わせ先 

ユーピーアール株式会社 マーケティンググループ 担当：原 

TEL：03-6852-8933 Mail：mail@upr-net.co.jp 

https://www.upr-net.co.jp/pallet/lost-warranty.html
mailto:mail@upr-net.co.jp


 
 

【パレット輸送時の荷役イメージ】 

  

【レンタルパレット※一部】 

    
(※１)パレットの国内流通 5億枚・・・一般社団法人日本パレット協会【パレットの歴史】 

https://youtu.be/ovxr5qW5Ouk（4:50～） 

(※2)パレットの国内流通 5億枚・・・一般社団法人日本パレット協会【パレットの生産統

計】年間生産量の多くが、紛失流出の補填に充てられると考えられる。 

（国内の消費が増加している場合は、需要増加分として充てられる割合もある） 

https://www.jpa-pallet.or.jp/wp/wp-content/themes/jpa-pallet.or.jp/images/446.pdf 

https://youtu.be/ovxr5qW5Ouk
https://www.jpa-pallet.or.jp/wp/wp-content/themes/jpa-pallet.or.jp/images/446.pdf

